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緊急地震速報とは，今から地震がやってくる
ことを揺れがくる直前に知らせる情報である。
テレビ，ラジオ，携帯電話，専用の端末機器な
どを通じて，揺れの始まる数秒から数十秒ほど
前に，揺れの大きさ（震度）や地震の起きた場
所（震源）が迅速に伝えられる。
最初に気象庁から発表され，気象業務支援セ
ンターを通じて一般利用者に配信され，さらに
企業や家庭の末端利用者へ二次配信が行われ
る。たとえば，災害対策基本法に基づく指定公
共機関であるNHKは，気象庁の発表直後にテ
レビ・ラジオ・ワンセグにより全国放送で速報
する。テレビ画面に「緊急地震速報」のスー
パーを入れ，地震発生の場所と強い揺れが起き
る地域を表記するのだ。また，ラジオでは通常
番組を中断し音声で情報を伝えるのである。
緊急地震速報は最大震度５弱以上の地震が起
きた時に発表されるが，揺れの直前や揺れてい
る最中にリアルタイムで情報を伝達するという
点が最大の特徴であり，地震の発生を事前に予
測する「地震予知」とは考え方が異なる。
緊急地震速報の根底には自分の身は自分で守
る発想がある。これによって新幹線やエレベー
ターの運行停止，ガスの元栓の遮断，工場の生
産ラインの停止，避難路の照明の自動点灯など
が行われる。

●緊急地震速報のシステム
緊急地震速報の仕組みは，以下の通りであ
る。地下で地震が起きると，P波と呼ばれる小
さな揺れと，S波と呼ばれる大きな揺れが同時
に発生する（図１）。P波は毎秒７キロメート
ル，S波はこれよりも遅く毎秒４キロメートル
の速さでやってくるので，どの地域にも P波
が S波より早く到着する。そこで地震が起き
る震源近くで，最初の小さな揺れの P波を
キャッチし，大きな揺れの S波が到達する前
に知らせるのである。P波と S波の伝搬速度の
差を利用することで，数秒から数十秒の間に地
震の規模や震源を予測し，到達時刻や震度を発
表しようという高度な技術なのだ。
震源に近い地震計は，P波を検知した直後か
ら震源やマグニチュードを推定し，到達時刻や
震度の予測を開始する。２地点以上の地震計で
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揺れを観測し，震度５弱
以上の強い揺れが予測さ
れる地域へ，重大な災害
が起こるおそれがあると
いう警告が出される。
実際には，震源に最も
近い観測点で地震波をと
らえた直後から，震源の
場所やマグニチュードな
どの推定を開始する。マ
グニチュードや最大震度
があらかじめ設定した基
準を超えた瞬間に，緊急
地震速報の第１報が発表
される。その後，時間の
経過とともにやや遠くに
ある観測点でも地震をとらえると，増えたデー
タをもとに再計算を行い，精度を上げた第２報
以降を複数回にわたり発表するのである。
緊急地震速報には弱点もある。大きな地震の
直前に，緊急地震速報が出るときと出ないとき
がある。たとえば，地震の震源に近い地域で
は，緊急地震速報の前に強い揺れの S波がき
てしまい間に合わない。また，短時間の限られ
たデータを解析した速報のため，予測した震度
が実際の震度と異なるという技術的な限界も
ある。

●「空振り」よりも
「見逃し」をなくす
東日本大震災が起きてから緊急地震速報が出
る回数が非常に増えたが，速報が出ても揺れを
感じないことを何度も経験した方がおられるだ
ろう。いわゆる緊急地震速報の「空振り」であ
る。
気象庁は，緊急地震速報を受け取ったすべて
の地域で震度３以上を観測した場合は「適切」
とし，一つでも震度２以下を観測した場合は
「不適切」と評価している。これまでに出され
た６割ほどが「不適切」なものだったのだが，
東日本大震災以降に精度が大幅に落ちたのであ
る。マグニチュード９．０という巨大地震の発生
により余震が多発し，離れた場所でほぼ同時に
余震が起きたことがその原因である。現在のシ

ステムでは，複数の観測データの分離がうまく
できず，緊急地震速報の空振りがゼロにはなら
ないのだ。
このような状況が続くと「オオカミ少年効
果」が生じて，地震への警戒が薄れてしまう。
しかし，緊急地震速報は一刻も早く予測を出す
ためのシステムであり，「空振り」があること
よりも「見逃し」のないことを重視すべきもの
である。実際，大きな地震を見逃すことがまっ

ちゅうみつ
たくないように，全国に地震計が稠密に張りめ
ぐらされている。全部がダウンするなどという
ことがない限り「見逃し」はないのだが，逆に
「空振り」がどうしても増えてしまうので
ある。
緊急地震速報を見たり聞いたりしたら以下の
行動を取ると良い。直ちに大きな家具から離
れ，頭を保護し丈夫な机の下などに隠れる。ま
た，扉を開けて避難路を確保するが，あわてて
外へは飛び出さない。ガス台など火の傍にいる
場合には，落ち着いて火の始末をする。一方，
火元から離れている場合は，無理をして消火し
ようとせず，自分の身を守ることを優先する。
速報が出てから実際に揺れるまでできること
は，非常に限られている。よって，ガスの元栓
を閉めるよりも，まず自分の身を守ることを薦
めるのである。
緊急地震速報の利点と弱点をよく理解して，
是非活用していただきたい。

図１ 緊急地震速報のシステム（気象庁による）
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